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エ ド ・ブ リンズ の 世 界/1967年72年(1)

高 見 恭 子

(1)

1965年,エ ド ・ブ リ ンズ(EdBullins,1936-)が 志 を同 じ くす る黒 人 作 家 た

ち と共 に設 立 した演劇 集団,TheBlackHouseは,演 劇 を政 治 闘 争 の プ ロパ ガ

ンダ と見 倣 す ようにな って い ったBlackPantherPartyと の思 想 的 な対 立 に よ

って 短 命 に終 わった。多 くの未発表 の作 品 を抱 え,す る こ とを な く して い た ブ

リ ン ズ は,1967年,彼 の 作 品 を読 ん だ 若 い黒 人 演 出 家,ロ バ ー ト ・マ ク ベ ス

(RobertMacbeth)の 招 き を受 け,カ リ フ ォル ニ ア を去 りニ ュー ヨー…クのハ ー

レムへ 向か った。

マ クベス は1960年 代 の初 め か らハ ー レム に コ ミュニ テ ィー をベ ース に した演

劇集 団 を設立 しようと奮 闘 して いた。そ して,つ い に彼 は1967年,ハ ー レム の

サ ウ ス 街132丁 目 に 本 拠 地 を 置 くニ ュ ー ・ラ フ ァイエ ッ ト ・シ ア ター一(New

LafayetteTheatre,以 後NLTと す る)を 結 成 す る。 こ の 演 劇 集 団 は1972年

に資 金 不 足 の た め解 散 を余儀 無 くされ るのだが,閉 じ られ る まで の5年 間,当

時 の黒 人 演 劇 運 動 の起 動 力 とな る多 くの作 品 を精力 的 に上演 してい った。 ブ リ

ンズ は最初 は この劇 団 の在住作家 として,後 に は副 演 出家 と して,NLTの 中

心 的存 在 とな って い き,こ の劇 団 が 終 焉 を迎 え る まで そ こに止 まった。彼 が戯

曲i家 と して の地 位 を不 動 の もの と したのは まさにこの時代 であ り,後 に彼 の代

表 作 と称 され る よ う に なった多 くの作 品を発表 して い った。

NLT制 作 に よ る最 初 の 作 品 はRonMilnerのVVho'sGotHisOωnで,1967
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年10.月13日 に オ ー プ ン し た 。 第 二 作 は そ れ よ り1ヵ 月 後,AtholFugardの

BloodKnotで あ っ た 。 こ の2つ の 作 品 は い ず れ も先 に 示 し た ハ ー レ ム の 本 拠

地 で 上 演 さ れ た 。 だ が,1968年 にNLTは 火 事 に あ い 劇 場 を焼 失 して し ま う。

そ の た めNLTは 以 後 の 活 動 場 所 を 黒 人 コ ミ ュ ニ テ ィ ー か ら離 れ た ダ ウ ン タ ウ

'
ン へ と 移 す こ と に な る。NLT制 作 の 第 三 作 はTheElectronicNiggerαnd

Othersで,そ れ ら は ブ リ ン ズ の 三 つ の 戯 曲,TheElectronicNigger(1968),A

Son,ComeHome(1968),Clara'sOleMan(1965)か ら な っ て い た 。 こ れ ら の

作 品 は まず,オ フ ・ブ ロ ー ド ウ ェ イ のtheAmericanTheatreで1968年3月6

日か ら16日 に か け て 上 演 さ れ,続 い て1968年3月28日 か ら5月26日 ま で,よ り

多 く の 観 客 が 入 る よ う に と 題 名 をThreePlaysbyEdBullinsと 変 え,the

MartiniqueTheatreで 再 演 さ れ た 。 そ の 後 も公 演 は 続 行 し,ト ー タ ル で 公 演

回 数 は86回 を 数 え た 。 い ず れ も演 出 は ロ バ ー ト ・マ クベ ス で,演 じた の はNL

Tの 劇 団 員 で あ っ た 。 こ の 公 演 の 成 功 に よ り,ブ リ ン ズ は1968年 のtheVer-

nonRiceDramaDeskAwardを 受 賞 し た1)。 戯 曲 家 と して,彼 は ニ ュ ー ヨ ー ク

の 観 客(白 人 層)に 知 ら れ る存 在 に な っ た の だ が,そ の き っ か け とな っ た の は,

NLTが 黒 人 コ ミ ュ ニ テ ィ ー を 離 れ る こ と を 余 儀無 く さ れ た こ と と無 関 係 で は

な い こ と を 考 え る と皮 肉 で あ る 。

以 後,NLTの 活 動 と ブ リ ン ズ の 関 わ りあ い を軸 に彼 の作 品 を考 案 して い く

予 定 で あ る が,本 論 に お い て は,上 に 述 べ たNLT制 作 の彼 の 最 初 の 作 品 の う

ちTheElectronicNiggerとASon,ComeHomeを 取 り上 げ る こ と と す る 。

Clarα'sOleManは す で に 触 れ た の で 割 愛 す る 。

(2)

TheElectronicNiggerは 悲 喜 劇(ATragi-Commedy)と い う副 題 の 付 け ら

れ た 一 幕 劇 で,舞 台 は南 カ リフ ォル ニ ア の と あ る大学 の夜 の"creativewrit-

ing"の 教 室 で あ る。 季 節 は秋 で,新 学 期 の最 初 の講 義 が 始 ま ろ う としてお り,

学 生 た ちが 燦 々 午 後教 室 に集 ま って来 る。夜 間 のコースであ る故 か,学 生 た ち



エ ド・ブリンズの世界/1967年 一72年(1)119

は年 齢,性 別,そ して人 種 も様 々で あ る 。 そ して,教 室 の机 は 「学 生 同士 が 向

か い合 って座 る」 タイプの もので,「 講 師 は学 生 が 振 り向 くか,自 分 の 机 を離

れ 学 生 の 中 に入 っ て い くか しないか ぎ り,学 生 と 目を合 わせ る こ とが で きない」

よ うに置 かれて いる。 この奇妙 な配置 は,こ の芝 居 が 対 立 と不 協 和 音 の 世 界 で

あ るこ とを暗示 して い る。主 要 人物 は この講義 の担 当者,Mr.Jones(黒 人)

と学 生 の 一 人,Mr.Carpentier(黒 人)で あ る。 対 立 と不 協 和 音 は後 者 の人物

に よって引 き起 こされてい く。

Jonesは30才 の肌 の色 の 薄 い 黒 人 の作 家 で,「 自制 心 を 無 く した と き は省 略

形 で話す が,最 初 か ら,非 常 に 自意 識 の 強 い」 人物 で あ る。彼 の 口調 は 「黒 人

とは こんなふ うな喋 り方 をす る もの だ とされ る一般 的 な概念」 に似 つか わ しく

な く,「 多 くの"文 化 的 な"も し くは高 等 教 育 を受 け た ニ グ ロに見 られ る誤 っ

た アクセ ン ト」 は見 うけ られない。彼 はアイ ヴ ィー リー グや カ リフ ォルニ ア大

学 の よ うな大学 の出 ら しく,そ れ は 「これ み よが しに付 けて い るアス コ ッ ト」

に象徴 され てい る。Carpentierは 彼 と は対 照 的 な 人 物 で,30代 後 半 の 大 柄 な

膚 の色 の濃 い黒 人 で あ る。彼 は 「どな りち らして演説す るよ うに話 し,何 度 も

単 語 を誤 って発 音 す る。 彼 の声 は非常 に大 き く,彼 の ア クセ ン トは途 方 もな く

滑 稽 で あ る」。

や がて,Jonesに よ る"creativewriting"の ご く普 通 の オ リエ ンテ ー シ ョ ン

が 始 まるが,遅 刻 して きたCarpentierは 彼 の 話 を遮 った り,彼 の 言 葉 の揚 足

を取 った り して 悉 く講義 を妨 害 し,次 第 にそ の教 室 を支 配 して い く。彼 の武器

は人 の発言 を押 さえ込 む大 きな声 と巧 み な レ トリ ックで ある。彼 はその武器 を

い かんな く発揮 し自己主張 す る ことで,学 生 た ち の注 意 を 自分 に引 きつ ける。

彼 は 「電 話 の盗聴者(wiretapper)」 で,刑 務 所 で 隠 しマ イ ク を付 け る の が仕

事 であ るが,彼 の語 彙 を用 い る と彼 の職 業 は以下 の よ うな表現 になる。

Mr.Carpentier

A.T.Carpentieristhename...noticethesilentT..、Myprofessiongetsin

thewayofart,inthestrictaestheticsense,youknow...1'maSociological
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DataResearchAnalysisTechnicianExpert.Yes,penalologyismyfield,

_naturally,andIhavebeeninoverthirty・-threepenalinstitutionsacrossthe

country...inaprofessionalcapacity,obviously...hahoho.2)

彼 はその仕事で入手 した資料 を分析 し研究す ることで,「 新 しい芸術様式 を

再創造」 しようとしている。一人の学生が提示 した物語のアイデアに対 し,彼

は即座 にそれは我々が 日常的に見聞きしている孤独,離 間,疎 外 を証明するも

のであるとして自分の領域 に取 り込み,さ らに,「 アルコール中毒者匿名会(A

A.meetings)」 や刑務所の監房 や庭で採取 した録音テープの資料 か ら,「 累犯

(Recidivism)」 こそ我々の社会にお ける疎外の特筆すべ き例証であ ると結論づ

ける。そ して,犯 罪こそ今 日最 も繰 り返 されるテーマであ り,「法の執行者で

ある我 々」の主要な 目的は,い かなる手段 を用いて もそれ を撲滅す ることであ

ると主張す る。JonesはCarpentirが 盗聴者であ り,し か もその仕事 を平然 と

行 っていることに衝撃 を受 ける。なぜ なら,国 の中で最 も警察の犠牲者になっ

ているのは黒人であ り,彼 の行為 は民族にとって背信行為以外のなにもので も

ないか らである。だが,民 族意識や倫理感で もって,ま た,「 芸術 の目的は人

間の価値 を発見 した り,そ れに 目覚めた り,そ れを探 り出す ことである」 とい

った一般論で もって しか対抗で きないJonesの 言葉は,虚 しく響 くばか りで

ある。

Carpentierが,彼 の芸術 の概念 は 「電子の盗聴装置で科学的に盗み聞 きし,

人が達成 したい と願 ういかなる写実的な物語の創作にも対応する現実の証拠 を

手に入れる」 ことであ り,「芸術的な技術者の非凡で創造 的な才能 は,社 会心

理学者のケースス タディーと社会的経済的に抑圧 された地域 に住 む人々の 日々

の体験 とを結 びつける」 と語 るに及んで,Jonesは 愕然 とする。Carpentierは

人間の感情 を持ち合わせていない,ま さに科学技術 によって洗脳 された人間ロ

ボ ッ ト(「電子ニガー(ElectronicNigger)」 に他 な らない。そ して,以 下の会

話によってJonesの 敗北は決定的なもの となる。
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Mr.Jones

Doesnotthewriterhavesometypeofobligationtoremovesomeofthein-

tellectualaswellaspolitical,moral,andsocialtyrannythatinfectsthiscul-

ture?Whatdoesallthelargewordsincreationserveyou,myBlack

brother,ifyouareacompletewhitewashedman?

Mr.Carpentier

Sir,1'mnotblacknoryourbrother...Thereisaschoolofthoughtthatisdi-

ametricallyopposedtoyouandyourblackchauvinism...Youpreachbigotry,

blacknationalismandfascism!...Theidea...blackbrother...intellectualbar-

barism!...Yourstatementsshoudbereportedtotheschoolboard-aswell

asyourpermittingsmokinginyourclassroom.3)

その時,Cartentierに 向 か っ て 「ア ンクル ・トム」 とい う言葉 を投 げつ けた

の は,白 人 学 生,Sueで あ り,そ れ は 自分 の言 う台 詞 だ と言 い 返 した のが黒

人学 生Billで あ った の は,ブ リ ンズ の皮 肉 な ユ ー一一一モ アであ る。 やが て,Car-

tentierが 自分 の家 族 の 遺 体 安 置 所 で彼 が 隠 しマ イ クを取 りつ けた時 に観 察 し

た青年期 の死体 愛 につ いて語 り始 め る と,学 生 た ち は うっ と りと して それ に聞

き入 る ようにな って い く。Jonesは ヘ ミン グ ウ ェイ や ホ イ ッ トマ ン とい った ア

メ リカ文学の作 家 たち,そ して,か つ て の黒 人 指 導 者,ブ ッカ ー ・T・ ワ シ ン

トン まで 持 ち 出 して彼 に対 抗 し,彼 らを 自分 の ほ う に引 きつ け よ う とす るが,

こ とご と く無 視 され る。 つ い に彼 はこのク ラスの解 散 を告 げ るのだが,こ の こ

とす ら学 生 た ち は気 づ か な い。 なぜ な ら,彼 ら はCartentierに 圧 倒 され て し

ま って い るか らで あ る。徐 々に訳 の分 か らない抽象 的 な名詞 の羅列 に変 わ って

い くCartentierの レ トリ ック,あ ま りの不 快 感 に吐 き気 を も よお し身 を よ じ

りなが らJonesが 発 す る途 切 れ が ち な言 葉 。 こ の2人 の 台 詞 が 同 時 進 行 す る

陳腐 な シ ー ンは クライマ ックスの訪つ れであ り,そ こに ブ リ ンズ の一 切 の メ ッ

セ ー ジが込 め られてい る ようであ る。 やが てSueとBillが 連 れ立 っ て退 場 す
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る と,Jonesも 黒 人学 生Marthaに 介 護 さ れ退 場 して い く。残 った学 生 たち は

すべ て 白人 であ り,彼 ら はCarpentierの 回 りを取 り巻 き,彼 の 究 極 の レ トリ

ック(「 言 語 の記 号 化 」)を 会 得 す る。(黒 人 の"agent"に 群 が る の は常 に 白人

で あ る とい う こ との暗示。)そ して,彼 らは死 の シ ンボ ル,烏 の 鳴 き声 を大 声

で 叫 び なが ら退 場 して行 き,舞 台 が 暗転 す る。

さて,TheElectronicNiggerは 黒 人社 会 を取 り巻 く複 雑 な状 況 のなかで翻弄

され る人物 を描 いた作 品で あるが,そ の 中 に込 め られ て い る作 者 の メ ッセージ

を考 察 して みたい。先ず 第一点 は,こ の作 品 は2人 の黒 人 指 導 者,W・E・B・

デ ュ ボ イ ス とブ ッカ ー ・T・ ワシ ン トンの歴 史 的 な論 争 を ブ リンズ特有 の巧妙

な手 法で再演 させ た もので あ るとい う点で あ る。膚 の色 の薄 い 「丁寧 な言葉づ

かい をす る」Jonesは デ ュ ボ イ ス を,Carpentierは ワ シ ン トン を連 想 させ る。

Carpentierと い う名 は フ ラ ンス風 で あ り,彼 は 時 折 気 取 って フ ラ ンス 語 を交

えて しゃべ る。 だが,彼 は前 述 の引 用 文 に示 され て い る ように"A.T.Carpen-

tieristhename...noticethesilentT_"と 自己紹 介 し,"t"の 文 字 は発 音 し

な い こ と を強 調 す る。 そ の名前 か ら想起 され るのは"carpenter(大 工)"と い

う職 業 名 で あ り,そ れ は ワ シ ン トンの起 こ した タスキ ーギ運動 を象徴 してい る。

手 に職 をつ け白人社会 に受 け入 れて も らうことを 目指 した彼 の運動 は結局 は白

人 に よる黒 人労働 者 階級 の搾 取 に加担す る もので あ った とし,彼 を 「ア ンクル ・

トム」 と見 倣 す 人 々 に は,こ の 作 品 の登 場 人 物,最 新 の 科 学 技 術 を駆 使 す る

Carpentierは 現 代 の 「ア ン ク ル ・ トム」 で あ る こ とは容易 に想像 がつ く。彼

は黒 人 コ ミュニテ ィーの中に身 を置 きなが ら,体 制 の スパ イ と して公 然 とな ん

ら良心 の呵責 もな く裏切 り行為 を行 うこ とがで きる。黒 人社会 に蔓延 す る犯罪

や病 理 は白人社会 に とって脅威 であ る。従 って,彼 らは合 法 的 に黒 人 を管 理 し

支 配 す る有効 な手段 と して黒 人 の 「スパ イ(agent)」(Carpentierは 自 ら を"we

agency"と 呼 ぶ)を 送 り込 む。

ナ イ ア ガ ラ運 動 に象徴 され るデ ュボ イスの運動 は,職 業 教 育 を 目的 と した ワ

シ ン トンのそれ とは違 い,黒 人 の 文化 と学 問 の領 域 を主 眼 に置 いた。 だが,彼

はそ の 中 で生 まれ た 知 識 人 か らなる黒人 中産 階級 が体 制 に組 み こまれて しま う
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とい う苦 い 体 験 をす る。 こ の黒 人 知識層 の持 つ脆 さを ブ リ ンズ はJonesの 中

に投 影 して い る。 感 情 に動 か されない冷静 さを持 ちあ わせ,知 性 と芸 術 が 何 ら

か の特 権 を もた らす世界 で 自分 を正当化 しよう とす る若 い芸術 家,Jonesは,

声 高 な物 言 い で も って 捲 くし立 て,人 を支 配 し よ う とす るCarpentierの よ う

な人 間 の 前 に あ って は無 力 な存在 で しかない。Jonesの 武 器 は使 い古 され た 人

道 主 義 を振 りか ざ した り,古 典 か ら現 代 にい た る 白人作 家 に関す る知識 をひけ

らかす こ とで しかな く,彼 の 知 性 や芸 術 は抽 象 論 の域 を 出ない。従 って彼 もま

た白人文化 に洗脳 された現代 の 「ア ンクル ・トム」 に他 な らないので あ る。

ブ リンズ はJonesとCarpentierを 通 して 同化 した黒 人 の 二 つ の タイ プ を描

いた。Carpentier,即 ちElectronicNiggerは ブ リ ン ズ が 創 造 した究 極 の 同化

した黒 人像 で ある。 この人物 の持つ非 人 間性 と非現 実性 は ブ リンズ特 有 の風刺

であ る ことはい うまで もない。,たが,彼 の主 眼 は こ のユ ニ ー ク な人 物 を創造 す

るこ とよ りも,人 々 が この陳 腐 な 人物 の本 質 を見抜 けず,彼 の 空 虚 な言 葉 に魅

せ られ,次 第 に そ の 言 語 に支 配 され て行 くプロセ スの危険性 を描 くことにあ る

よ うに思 える。ブ リンズ は他 の作 品 に も見 られ る ように,常 に声 高 に レ トリ ッ

ク を駆使 し,威 圧 し,黒 人大 衆 を盲 目にす る コ ミ ュニ テ ィーの指導者 たち に批

判 の 目を向け る。 そ して,彼 はそ の結 果 ど うい う事 態 が生 じるのか とい う疑問

を投 げ掛 け る。 レス リー ・サ ンダーズ はこ うした指導者 た ちを,彼 ら は 「原 型

的 な黒 人 の説 教 師 の ように,支 配 力 の源 を言 語 の 中 に見 出 してい る」 と批 判 し

た うえで,「 こ の 戯 曲 は1960年 代 の教 室 を越 え て,根 本 的 に違 っ た言 語 と形 式

で 続 行 され るこ とにな る黒 人芸術 と黒 人芸術 家 に関す る激 しい議論 を引 き起 こ

した」 と記 して いる4)。

サ ンダ ー ズ は また 次 の よ うに も指摘 す る。 「Carpentierが 擁 護 す る種 類 の 芸

術,コ ミュニ テ ィー の立 ち聞 きは,ブ リ ンズ を含 め た 黒 人 体 験 を描 く戯 曲家 た

ちの現 実 を写 し出 して い る」 と。Carpentierは 盗 聴 器 を埋 め 込 ん だ どん な場

所 か ら も自己 の作 品の 「偉 大 なるテ ーマ」 を見 出す。孤独,離 間,疎 外 と吟 唱

す る彼 の 姿 は,「 黒 人 体 験 」 を志 向 す る芸 術 家 が安易 に自 らの テー一マ と,道 具

と して の 言 語 を乱 用 す る こ とに と もな う空虚 さ と危険 を,斜 に構 え た視 点 か ら
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告発 しているようだ。同時に,こ の告発 はブリンズが 自らに課 したテーマであ

ると言 えな くもない。

(3)

ASon,ComeHomeは 黒人家族の歴史 を繊細な タッチで描いた寸劇である。

登場人物 はMOTHER(50代 前半の女性,名 前 はBernice),とSON(30才 の

男性,名 前 はMichael),そ して,THEGIRLとTHEBOYの4人 。後者 の

2人 は黒 いシャッ とタイッを身 に付 けていて,MOTHERとSONの 心 に生 じ

る気分や緊張感 を表現す る。 この2人 はまたMOTHERとSONの 記憶 と歴史

を蘇 らせ る様々な人物 に化身する。登場人物 はすべて黒人である。

この作品は楽 しいはずの再会が母 と子 に決定的な別離 をもたらして しまった

悲劇 を描いた ものである。9年 間の空 白の後,息 子が母親を尋ねて くる。母親

は世俗 の生活 を捨 てて宗教 に凝 り,厳 格な規律 を重ん じる教会が経営するホー

ムに住 んでいる。母親 は息子の来訪 を心待 ちに し,出 会 った2人 はなん とか し

て空 白の時間を埋 めようとする。だが,彼 らの会話 はとりとめな く,ま た食い

違 っていて,互 いの痛 ましい記憶 を呼 び起 こすばか りである。結局,母 親は再

び宗教的な環境 の中に引 き篭 もり,息 子 は自分の生活へ戻ってい くのである。

ブ リンズは親子の再会 という人生のひとこまを切 り取 り,そ の束の間の出会

いの中に込め られたそれぞれの期待や失望,そ して,絶 ちがたい肉親の情や葛

藤 を繊細 なタッチで描 いてい く。 この芝居 は母親が久 し振 りに出会 った息子 に

濃やかな愛情 を示す ごくあ りふれた光景か ら始 まる。だが,2人 の会話が進む

につれ,彼 らの共有す る過去がそれぞれの心の中に違 った出来事や思い出とし

て記憶 されていることが明 らかになってい く。母親が求めているのは家族の絆

であ り,そ のことは彼女がMichaelに 唯一の肉親である彼女の姉のSophieに

連絡 をとらないことを責 め,繰 り返 し彼女 と連絡 を取 るように説得することで

示 され る。だが,Michaelに は母 には言 えないが,ほ ん とうに困 った ときに

Sophieに 見捨 て られた苦 い記憶が生々 しく蘇るだけである。 この回想 シーン
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は二 人 の会 話 の 合 間 にTHEBOYとTHEGIRLに よ って 巧 み に演 じ られ る。

や が て 母 親 は,フ ィ ラ デ ル フ ィ ア の 「底(TheBottom)」 と人 々 が 呼 ぶ 酷 い 地

域 でMichaelの 父 親 と出 会 っ た こ とや 彼 を 身篭 もった時 の喜 び を楽 しげ に語

り始 め る。彼 女 の心 の 中に は,Sophieに 結 婚 しな い で 子 供 を産 む こ とに反対

されて もMichaelの 父 親 を心 か ら愛 して い る と言 い 切 った時 の 自分 の姿が鮮

やか に蘇 る。だが,彼 女 の幸 せ な思 い 出 は,父 親 に は滅 多 に会 う こ とが なか っ

た とい うMichaelの 一 言 に よ っ て破 られ る。 そ の こ とで,(彼 が 生 まれ て か ら

数 年 後,3人 が偶 然 バ ス の 中 で 出会 うの だ が)彼 女 には 父 親 ら しさ を に じませ

たMichaelの 父 親 を 固 くな に拒 絶 した辛 い 思 い出が蘇 って くる。

MOTHER

Younevergavehimnoname...hisnameisBrown...Brown.Thesameas

mine...andmydaddy...younevergavehimnothing...andyou'redead...go

awayandgetburied.

BOY

YouknowthattroubleI'min...Igotawifedownthere,Bernie.Idon'tcare

abouther...WhatcouldIdo?5)

BOYとMOTHERに よ っ て 演 じ ら れ る こ の 悲 しい 別 れ の 場 面 も決 して

Michaelに 告 げ られ る こ と は な く,2人 の 会 話 は少 年 に な っ た こ ろ のMichae1

の 思 い 出へ と移 って い く。 彼 は そ の ころ母 親が 一緒 に暮 ら して いた男,Will

の消 息 を尋 ね る。彼 の質 問 を とお して,母 親 は10年 間 そ の 男 と暮 ら した が,彼

が 決 して彼 女 と結 婚 す る こ とは なか ったの は,彼 が 余 所 に家庭 を持 って い て 離

婚 す る意志 が なか った こ とが 明 か され る。Willの 思 い 出 はMichaelに は懐 か

しい もの で あ るが,母 親 に は辛 い もの で しか な い 。Willは た った 一 人 の 父 親

の よ う な存 在 だ った と告 げ るMichaelに,母 親 は 自分 た ち を引 き裂 い た の は

Michae1自 身で あ っ た こ と を思 い起 こ させ る。少年 にな ったMichaelは 母 親 を
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他の男に取 られて しまうことを恐れたのである。彼はそのことを弁明 しようと

するが,2人 の間には重苦 しい沈黙が流れる。そ して彼 らはまたとりとめのな

い会話 を交わ し始める。だが,2人 の会話 は食事の時間を告げ,母 親 を急 きた

て るSisterの 出現 に よって中断 される。 こうして束の間の再会 は2人 の心 に

満たされぬ思いを残 したまま終わ りをつげるのである。母親は再び宗教の世界

へ と引 き籠 ってい き,息 子 は自分の世界へ と戻 ってい く。

ASon,ComeHomeは 互いに強 く求めあいなが らも歩み よることので きない

親子の微妙で複雑な心理 を,入 念に計算 された幕間劇 を挿入することによって

うまく表現 している。だが,こ の作品は巧みな心理劇であると同時 に,多 くの

黒人家族がた どってきた歴史にも言及 している。"TheChainGang"(一 つの鎖

で繋がれ野外で強制労働 をさせ られる囚人のこと)で あったMichaelの 父親は,

その苦 しさか ら逃れ るべ く南部の家族 を見捨 て,北 部 に逃亡 して来た。Will

は 自分の家族 を捨 て,Michaelの 母親 と同棲 していた。そ して,Michael親 子

の家庭 も父親不在であるが,そ の母親 にも両親の存在 は見 えて こない。いずれ

の人物か らも見えて くるのは,家 族の離散 とそれによって生 じる癒 しがたい孤

独である。Michaelの 母親 は自分の家族が欲 しいがゆえに彼 を産んだ。 だが,

その彼 によって彼女 はかけがえのないWillを 失 うことになる。黒人演劇 の研

究家,Genevi6veFabreも 指摘 しているように,黒 人体験 を扱 った戯曲では繰

り返 され る移住,出 発,帰 宅,そ して出会い と別れが描かれる6)。ブ リンズの

この作品 もその例外ではない。だが,彼 はその中で自分の人生 を受 け入れ,悲

しみを秘めなが らも忍耐つ よく生 きてい く人々に温かい 目を注いでいるようだ。
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